
永山地域包括支援センター

精神保健福祉士 綱渕 美穂

地域包括支援センター、
精神保健福祉士の業務
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①地域包括支援センターとは？

高齢者のみなさんが、住みなれた地域で安心して生活
できるよう、介護・福祉・医療など、さまざまな面か
ら支援を行うためのセンターです。

本人だけではなく、家族の方や地域の方など、高齢者
に関することであればどなたでもご利用いただけます。

●開設日●
月曜日～金曜日
（祝日、１２月３０日～１月４日を除く）

●開設時間●
午前９時～午後６時

⇒高齢者のための相談窓口です
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地域包括支援センターの場所

旭川市では皆さんがお住まいの地域毎に１１箇所
設置されています。
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地域包括支援センターにいる専門職

「保健師」「社会福祉士」「主任ケアマネジャー」
「精神保健福祉士」の専門職がいます。

「精神保健福祉士」とは？

精神に障害（認知症も含む）を抱える人に特化して支援
を行うソーシャルワーカー。

生活上の問題や社会的な問題を解決するための支援活動
を通じ、その人らしい生活が送れるようにすることを目
標とする専門職。
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平成２４年旭川独自で配置！

全国に先駆けた取り組みです。
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地域包括支援センターの専門職の業務

相談内容

・一般介護予防事業 （主に保健師）

・総合相談支援業務 （４職種）

・権利擁護業務 （主に社会福祉士）

・包括的・継続的マネジメント業務

（主に介護支援専門員）

・認知症総合支援事業 （主に精神保健福祉士）

・地域ケア会議開催業務 （４職種）
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精神保健福祉士の業務

認知症総合支援事業に係る業務

1. 関係機関との連携

2. 地域の体制づくり

3. 当事者への支援

7

認知症の方やそのご家族が、地域で安心して
過ごせるよう関係機関等と連携したり、地域
での体制づくりを行います。
また、必要に応じて、認知症初期集中支援
チームのチーム員として訪問等行います。



精神保健福祉士の業務

関係機関との連携

認知症高齢者やその家族を支えるため、関係機関と連
携を取りながら継続的な支援を行う。

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）等の事
業所が、その知識・経験・人材などを生かし、地域に
貢献できるよう事業所間及び地域との連携・協力体制
を整備する

認知症疾患医療センターやかかりつけ医等、早期診断、
早期対応に向けた医療との連携・協力体制を整備する。
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精神保健福祉士の業務

地域の体制づくり

地域住民や関係機関等が、認知症高齢者やその家族を
地域で支え、見守る体制を構築するために、認知症に
対する正しい知識の普及等を行う。

地域のキャラバン・メイトと連携・協力し「認知症サ
ポーター養成講座」を活用した取り組みを行う。
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精神保健福祉士の業務

当事者への支援

認知症高齢者やその家族が抱える多様な問題を解決す
るために、医療機関等関係機関との連携・協力体制を
構築する。

認知症高齢者やその家族が集える場所を提供すること
等により、介護負担を軽減し、在宅介護を継続できる
よう取組を行う。

認知症高齢者やその家族が抱える多様な問題を解決す
るために、必要に応じて、認知症初期集中支援チーム
員として訪問を行い、認知症初期集中支援推進事業を
活用した支援を行う。
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ご清聴ありがとうございました。

※具体的な取り組みについては、新旭川・永山南地域
包括支援センターの北村氏にお願いしたいと思います。
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